




問合せ：フレッシュ・アーティスツ from ヨコスカ サポートメンバーズ事務局 TEL 046-828-1602

フレッシュ・アーティスツfrom ヨコスカ
劇場といっしょに若い音楽家を応援しませんか？

新規サポートメンバーズ募集中

助成 文化庁文化芸術振興費補助金(劇場・音楽堂等活性化・ネットワーク強化事業)／独立行政法人日本芸術文化振興会

T-BOLAN LIVE TOUR 2023-2024 
“SINGLES” ～波紋～

主催 ＦＭヨコハマ

全席指定：7,800円

大10/8（日）17：00開演

シングル全曲披露!
最初で最後のシングル・
ベストツアー開催!

7/1（土）発売
劇場プレミアム倶楽部優先販売 6/30（金）
※発売初日の窓口販売は11：00から開始します。

〈ピアノ〉居福健太郎
〈曲目〉成田為三 浜辺の歌
　　　ブラームス 湖上にて
　　　シューベルト 鱒　
　　　ウォルフ 散歩
　　　シューベルト さすらい人
　　　シューマン 森での会話 
　　　レーヴェ 詩人トム
　　　シューベルト 魔王
　　　　　　　　  さすらい人の夜の歌Ⅱ
　　　　　　　　  「白鳥の歌」より抜粋
　　　　　　　　  あなたこそが憩い
　　　　　　　　  笑いと涙

第91回日本音楽コンクール第2位＆岩谷賞（聴衆賞）受賞の逸材
現在、ソリストとして活動するだけでなく、バッハ・コレギウム・ジャパンの
メンバーとして国内・ヨーロッパツアーにも参加している注目の歌手です。
今回演奏するのは、シューベルトやシューマン、ブラームスなどのドイツ
歌曲。前半は、1曲ごとにトークを交えながら、「海」「湖」「川」「散歩」「森」
など詩の情景が感じられるプログラムを、後半は、「愛」をテーマとした
シューベルトの歌曲をお贈りします。
詩と音楽のつながりやバリトンとピアニストのアンサンブルの素晴らし
さを是非ご堪能ください。

横須賀芸術劇場少年少女合唱団ステージ42
サマー・コンサート’23

大7/16（日） 15：00開演

110名が心を込めてお贈りする歌のメッセージ

託児

全席指定　大人：1,800円　子ども（小学生～高校生まで）：900円

日本の唱歌・童謡・民謡や外国語の宗教曲、美しい詩による小曲集、さらには遠
足の日の子ども達の様子を描いた組曲など多彩なプログラムをお贈りします。

小10/7（土） 15：00開演
全席指定：2,000円 7/1（土）発売

劇場プレミアム倶楽部優先販売 6/30（金）
※発売初日の窓口販売は
　11：00から開始します。

フレッシュ・アーティスツ from ヨコスカ シリーズ64
小池優介バリトン・リサイタル

1997年結団以来、年2回の定期演奏会のほか、プロのオーケストラの演奏会への
出演や、社会福祉施設への訪問コンサートなど、幅広く活動をしています。

私たちといっしょに歌いましょう！！
横須賀芸術劇場少年少女合唱団 団員募集

オーディション（無料）
日時　8月26日（土） 13：00～16：00
場所　横須賀芸術劇場リハーサル室
対象　小学2年生～6年生
お問合せ　少年少女合唱団事務局　046-828-1602

※オーディションや
　合唱団の概要や
　活動等については
　こちらをご覧
　ください。

※詳細は
　こちらを
　ご覧ください。
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藤木大地＆みなとみらいクインテット

8/6（日）14：00開演 全席指定　Ｓ席：4,500円　Ａ席：3,500円
　　　　　プレミアムサンクス料金（S席）：3,500円大 U24 会員

横芸キテミテ
～U30の鑑賞モニター制度～

協賛 かながわ信用金庫　　協力 横浜みなとみらいホール

〈出演〉
カウンターテナー 藤木大地
ヴァイオリン 成田達輝／山根一仁
ヴィオラ 川本嘉子
チェロ 遠藤真理
ピアノ 田村 響

〈曲目〉
ドヴォルザーク　ピアノ五重奏曲 第2番より 第4楽章
ヴィヴァルディ ◆　喜びに身を震わせて（歌劇『ジュスティーノ』より） ★
ヘンデル ◆　怪物や魔物と戦わせてくれ（歌劇『オルランド』より） ★
J. シュトラウスⅡ世 ◆　お客を招くのが好き（オペレッタ『こうもり』より） ★
マスカーニ ◆　アヴェ・マリア ★
ラフマニノフ ◆　ヴォカリーズ ★
ヴォーンウィリアムズ ◆　静かな真昼 ★
ブラームス　ピアノ五重奏曲より 第4楽章 ★：カウンターテナー 藤木大地　◆：編曲 加藤昌則

モリコーネ ◆　ネッラ・ファンタジア ★
加藤昌則 　旅のこころ ★
モノー ◆　愛の讃歌 ★
ヴュータン ◆　アメリカの思い出「ヤンキー・ドゥードゥル」Op.17
木下牧子 ◆　鴎 ★
平井夏美 ◆　瑠璃色の地球 ★
村松崇継 ◆　いのちの歌 ★

会員

居福健太郎

小池優介

Hālau Nā Pua Pōpōhau a Ke’anolani
1st Hō’ike

主催 Hālau Nā Pua Pōpōhau a Ke’anolani

全席指定：5,000円

小9/3（日）15：30開演

ハワイから、クムフラであ
りミュージシャンでもある
Nāpua Silva（ナープア 
シルヴァ）他を迎え、初の
Hō’ikeを開催いたします

7/15（土）発売
劇場プレミアム倶楽部優先販売 7/14（金）

※4歳以上はチケットが必要です（4歳未満は膝のせ無料、但し着席鑑賞は有料）。

※4歳以上はチケットが必要です
　（4歳未満は膝のせ無料、但し着席鑑賞は有料）。
※お申し込みはお一人様4枚まで。

※この公演はWEBのみの取り扱いです。

Nāpua Silva Ke’anolani

〈指揮〉 渕上千里
　　　 廣橋英枝
〈ピアノ〉水戸見弥子

〈曲目〉 ありがとうの花 （坂田おさむ 作詞・作曲）
　　　 抒情小曲集「月の角笛」より（木下牧子 作曲） 
 Jubilate Deo（サラソーラ 作曲）
 会津磐梯山（松下 耕 作曲）
　　　 八木節（松下 耕 作曲）
 児童合唱と管弦楽のための組曲「えんそく」（阪田寛夫 作詩／山本直純 作曲）　
　　　 ほか

協賛 エイビイ　　後援 横須賀市／横須賀市教育委員会／三浦市教育委員会／逗子市教育委員会／葉山町教育委員会
助成 文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等活性化・ネットワーク強化事業）／独立行政法人日本芸術文化振興会

後援 横須賀市　　協力 横須賀商工会議所／横須賀ロータリークラブ／横須賀防衛協会

〈指揮〉秋山和慶（東京交響楽団桂冠指揮者）
　　 　M.H.アンダーソン大尉
　　 　 （米海軍第7艦隊バンド・バンドマスター）
　　 　石野雅樹（横須賀交響楽団音楽監督）
〈ゲスト〉山下 伶（クロマチックハーモニカ）
〈司会〉高嶋秀武

横須賀を拠点とする第7艦隊バンドと65年以上の伝統を誇る市民
オーケストラが、マーチや映画音楽など華やかな競演を繰り広げます！

第14回 米海軍第7艦隊バンド＆横須賀交響楽団
フレンドシップ・コンサート
アメリカン・サウンド・イン・ヨコスカ

S席:3,600円　A席:2,600円　B席：1,100円

大9/10（日）15：00開演

伝統のダイナミック・サウンドが今年も響きわたる！

〈曲目〉第１部～米海軍第7艦隊バンド 
　　　　　　　　スペシャルパフォーマンス
　　　第2部～スーザ・マーチ＆映画音楽　
　　　　　　　　海を越えた握手
　　　　　　　　エル・キャピタン
　　　　　　　　荒野の7人
　　　　　　　　ニューシネマ・パラダイス
　　　　　　　　スター・ウォーズ
　　　　　　　　　～王座の間とエンドタイトル
　　　　　　　　ほか

応募締切
8月19日（土）

　アーティスト、またプロデューサーとして八面六臂の活躍をみせる藤木大地。そのダ
イナミックな仕事ぶりには驚かされるばかりだが、数多い名演のなかでもカウンター
テナー歌手として特に強烈な印象を残したステージが２つある。1つは昨年９月に新
国立劇場で上演されたオペラ《ジュリオ・チェーザレ》、そして直後の11月に行われた
横浜みなとみらいホールリニューアルオープン公演でのマーラー「リュッケルトの詩に
よる５つの歌曲」。前者では主人公の敵役トロメーオを全身フルに使っての表情豊か
な演技（ときにユーモアさえ漂う）と高度な技術に驚嘆した。バロックオペラ特有のメ
リスマ唱法（急速な音階を駆使する至難なテクニック）を聴かせ、ヘンデルのオペラ
の魅力を最大限に引き出した。藤木の演劇的才能については、同じく新国立劇場での
渋谷慶一郎のオペラ《スーパーエンジェル》で、AI搭載のアンドロイドを相手に演じ
た、感受性豊かな少年アキラ役（人気アニメ「エヴァンゲリオン」の碇シンジを彷彿と
させる）でも見事に発揮され、多くの客層にその類まれな才能をアピールした。けれど
も前記トロメーオ役はそれをはるかに上回る名演だったと思う。今日のプログラムで
もその雰囲気が伝わるはずだ。
　一方のマーラー。井上道義率いるNHK交響楽団をバックに豊かな音量とアルトの
しっとりとして品格あるトーン、歌詞への深い共感も相まってカウンターテナーとマー
ラーの相性の良さを認識させるものだけでなく、色彩感に富むオーケストラから浮彫
になるその妙（たえ）なる響きはまさに稀有な体験だった。
　今回のステージは藤木大地と彼が信頼している器楽奏者の名手５人（なんと豪華
な顔ぶれだろう！）との共演。ヴィヴァルディやヘンデルのバロックオペラのアリアか
ら、サラ・ブライトマンが歌って世界的にヒットした「ネッラ・ファンタジア」、喜歌劇
《こうもり》の異色キャラ、オルロフスキー侯爵（通常は女性が“男役”に扮する）のナ
ンバー、さらには現代の日本のうたまで、時空を超え心にとどく色とりどりの名旋律を
集めている。演目の歌詞を含め考えてみるに、筆者にはどの曲も生命（いのち）への
愛と慈しみ、そして笑いがテーマとなっているように思える。これは今の私たちが必要
としているものではないだろうか。父性性と母性性を併せ持つ温かな彼の奇跡のよう
な声音は、社会と自然をも柔らかく包み込むようだ。絶えることなく続く戦争や環境
破壊ですさんだ我々の心を安らげ、明るく穏やかにしてくれる。となれば、イタリアの
オペラハウスを思わせる高い天井の広々とした空間、それでいて肌理こまやかな音響
が交錯する、よこすか芸術劇場は彼の資質には理想の場ともいえる。
　前半と後半の開始には器楽アンサンブルのみでドヴォルザークとブラームスのピア
ノ五重奏曲（抜粋）が置かれている。理想的な顔ぶれだけにプログラムを盛り上げる
名演になること請け合いだ。この「藤木大地＆みなとみらいクインテット」は彼の本
拠地である横浜とこれまでに全５都市のホールで公演を行ない多くの聴衆を魅了し
た。本日も同じだろう。美しい声と器楽の共演を楽しみたい。

城間 勉（音楽ライター）

　アーティスト、またプロデューサーとして八面六臂の活躍をみせる藤木大地。そのダ
イナミックな仕事ぶりには驚かされるばかりだが、数多い名演のなかでもカウンター
テナー歌手として特に強烈な印象を残したステージが２つある。1つは昨年９月に新
国立劇場で上演されたオペラ《ジュリオ・チェーザレ》、そして直後の11月に行われた
横浜みなとみらいホールリニューアルオープン公演でのマーラー「リュッケルトの詩に
よる５つの歌曲」。前者では主人公の敵役トロメーオを全身フルに使っての表情豊か
な演技（ときにユーモアさえ漂う）と高度な技術に驚嘆した。バロックオペラ特有のメ
リスマ唱法（急速な音階を駆使する至難なテクニック）を聴かせ、ヘンデルのオペラ
の魅力を最大限に引き出した。藤木の演劇的才能については、同じく新国立劇場での
渋谷慶一郎のオペラ《スーパーエンジェル》で、AI搭載のアンドロイドを相手に演じ
た、感受性豊かな少年アキラ役（人気アニメ「エヴァンゲリオン」の碇シンジを彷彿と
させる）でも見事に発揮され、多くの客層にその類まれな才能をアピールした。けれど
も前記トロメーオ役はそれをはるかに上回る名演だったと思う。今日のプログラムで
もその雰囲気が伝わるはずだ。
　一方のマーラー。井上道義率いるNHK交響楽団をバックに豊かな音量とアルトの
しっとりとして品格あるトーン、歌詞への深い共感も相まってカウンターテナーとマー
ラーの相性の良さを認識させるものだけでなく、色彩感に富むオーケストラから浮彫
になるその妙（たえ）なる響きはまさに稀有な体験だった。
　今回のステージは藤木大地と彼が信頼している器楽奏者の名手５人（なんと豪華
な顔ぶれだろう！）との共演。ヴィヴァルディやヘンデルのバロックオペラのアリアか
ら、サラ・ブライトマンが歌って世界的にヒットした「ネッラ・ファンタジア」、喜歌劇
《こうもり》の異色キャラ、オルロフスキー侯爵（通常は女性が“男役”に扮する）のナ
ンバー、さらには現代の日本のうたまで、時空を超え心にとどく色とりどりの名旋律を
集めている。演目の歌詞を含め考えてみるに、筆者にはどの曲も生命（いのち）への
愛と慈しみ、そして笑いがテーマとなっているように思える。これは今の私たちが必要
としているものではないだろうか。父性性と母性性を併せ持つ温かな彼の奇跡のよう
な声音は、社会と自然をも柔らかく包み込むようだ。絶えることなく続く戦争や環境
破壊ですさんだ我々の心を安らげ、明るく穏やかにしてくれる。となれば、イタリアの
オペラハウスを思わせる高い天井の広々とした空間、それでいて肌理こまやかな音響
が交錯する、よこすか芸術劇場は彼の資質には理想の場ともいえる。
　前半と後半の開始には器楽アンサンブルのみでドヴォルザークとブラームスのピア
ノ五重奏曲（抜粋）が置かれている。理想的な顔ぶれだけにプログラムを盛り上げる
名演になること請け合いだ。この「藤木大地＆みなとみらいクインテット」は彼の本
拠地である横浜とこれまでに全５都市のホールで公演を行ない多くの聴衆を魅了し
た。本日も同じだろう。美しい声と器楽の共演を楽しみたい。

城間 勉（音楽ライター）

チケットの取り扱いは
ありません。
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